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主の救いを背負ってということでもあるのです（ルカ
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われるということは、な
やって来たのですが、アメリカ
えの一つがこれなのです。
【自分の十字架
務め”といっても
うのは宗教者の言葉”と思ったとしたら、その時、主の恵も十字架も伴っていな
いのです。
ありました。しかし私たちが、“日毎のわざの祝福”を祈る時、これが間違いだ
ということが分かりました。みな同じように、主から与えられた“価値ある”日毎
のいとなみののです。“日々の糧”と、“仕事の祝福”を主に感謝することがで
きる時、主の十字架もまた、伴うのです。そうでない時には、“嘆きやいら立
ち”が、十字架の代わりに伴うのです。それを負っていることになります。
【天国の姿】
きつつ自分の救いを達成するように努めなさい”という御言葉の完
姿・御国を、弟子たちは経験させて頂きました。
ったが、じっとこらえていると
るように、天国を体験させてくださったのです。彼らには人知を超える力で、そ
れがモーセであることもエリヤであることもすぐに分かりました（
【教会の幸せ】
しかし、“
き、実に重い
な中からは、受難節
の主を、“
っているのです。
にいるのは、すばらしいことです。仮小屋を三つ建てましょう。一つはあなた
のため、一つはモーセのため、もう一つはエリヤのためです
でも何を言っているのか、分からなかったのである”と、思わずペテロは、あり
きたりの、後で考
れど、私たちだったらもっと変な返事をするかもしれません。その私たちに、
十字架の救いと復活が、いま与えられるのです。このような、とぎれなく天国に
つづく、毎日を送っているのが私たちの教会です。
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